
 

■沿線地区の住民・企業との連携 

 



 

Ⅰ-４.富山市の取り組みの論点 

 

【取り組みの特徴】 

○前提として、「公共交通を軸に市街地のコンパクト化を図ることが必要である」という市の基

本方針が存在する。 

○その推進に向けて、「既存の公共交通の利便性向上により公共交通軸に沿った市街地形成を誘

導する」という考え方で、公共交通のサービス水準向上に対して行政が先行投資を行う。 

○その第一段階として、富山港線のＬＲＴ化を実施しており、4月より運行を開始している。 

 ＬＲＴ化事業では、駅の新設や運行サービスの向上（運行間隔の短縮、運行時間の拡大等）、

駅を中心とした沿線のまちづくりを行っているほか、沿線地域のバス路線の再編（フィーダ

ー化）に向けた取り組みも進めている。 

 

 

【主な論点】 

①富山港線のＬＲＴ化に係る事業費負担について 

  … 今までにない公民分担の枠組み（公設民営方式）をいかに実現したか 

・公共投資の目的と公民分担の基本的な考え方 

 －行政：施設の整備、更新改良 ／ 三セク：運行サービスの提供 

・国の補助金の活用 

 －連立負担金、ＬＲＴシステム整備費補助、路面電車走行空間改築事業 等 

 

②交通結節点を中心とした地区形成に向けた取り組みについて 

  … 市街地整備等に関する取り組み内容および今後の展望・アイデア 

・交通結節機能の強化 

 －乗換え利便性の確保、駐車場・駐輪場整備 等 

・結節点周辺への導入機能 

 －住宅（高齢者用住宅等）、コミュニティセンター、医療・福祉施設、日用品商業施設 等 

・その他 

 －ＬＲＴを活用した観光拠点整備（岩瀬浜地区） 

 －駅舎計画等に対する地域住民の参加、地元企業等の協賛 

 

③ＬＲＴ化事業並びに沿線まちづくりによって見込む効果について 

  … どのような効果項目を捉えるべきか、どの程度の効果が期待されるか 

－利用者数、機関分担率の変化 

－所要時間短縮 

－中心市街地への来訪者の増加 

－岩瀬浜地区における観光客数の増加 

－市民の満足度 等 



 



 

Ⅱ 三郷市 

Ⅱ-１．公共交通を軸とした将来都市像とまちづくりの基本的方向 

【背景・問題意識】 

○市街地拡大、新たな交通基盤（ＴＸ等）整備等による都市構造の変化を背景に、バスに対す

るニーズが変化。市民からバスサービスの向上について大きな要望が存在。 

【基本的方向】 

○市民ニーズに対応したバス交通の拡充、再編を図り、市民の移動の利便性を向上する。 

○鉄道駅を利用する通勤交通が非常に多いため、市内各地域から鉄道駅までの移動を自動車か

らバスへ転換することが、バス路線の拡充、再編にあたっての重要な視点である。 

■背景と基本的方向 

 

 

■従前の市民要望 

・平成 11 年度の市民意識調査では、「力をいれてほしい施策」として「市内バス網など公共交

通機関の整備・拡充」が最も多く、33.7％の市民が要望するなど、大きなニーズが存在。 

地域－鉄道駅間を中心とするバ

ス利用需要の存在、発生 
急激な人口の増加・市街地の拡

大 

《公共交通の状況》 《まちの構造》 
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